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※1 令和3年度未実施
※2 ②抽出方法が世論調査のため、令和2年度の実績を記載している。

②

名称
地域をよくするため、住民同士で解決できそう
なことは協力して取り組んでいると思う人の割
合

目標値 26.0 26.0 34.0 34.0 34.0

説明 ― ％ 実績値 24.0(※2) 24.0(※2)

抽出方法 市政世論調査（令和2、5、8年度実施） 達成率 92.3% 92.3%

説明
まちづくり委員会による調査（2年
に1回）

件 実績値 —（※1） 40

抽出方法 所管課統計 達成率 — 66.7%

（単位：千円）

令和4年度決算額

まちづくりの
基本目標

51 市民が主体となったまちづくり

２．施策の方向

10年後の姿

施策コード 512 施策名 協働によるまちづくりの推進

評価対象年度

担当課施策の方向性　　　　　　事務事業名

市民、市民活動団体、大学、企業、行政機関など、まちづくりにかかわる多様な主体が互いを尊重し、互いの得意分野を生
かし、協力しながら地域課題に取り組んでいます。

市民協働課

将来像 5 都市格が高いまち（「しくみづくり」の分野）

１．基本情報 令和4

主担当部 地域振興部

年度）

主担当課

①

名称 協働で提供されている行政サービスの数 目標値 —

市民協働推進事業 10,567

10,567総事業費（施策の合計）

60 45 62

４．まちづくり指標

指標情報 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
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３．構成事業の状況

協働のしくみを整えます

まちづくりに参加したい多様な主体への情報提供を充実します

1、2 市民協働課

施策の方向性

※順調「10年後の達成に向け」、「構成事業の状況」や「まちづくり指標」の進捗が順調に推移している
　 維持「10年後の達成に向け」、「構成事業の状況」や「まちづくり指標」の進捗に一部課題がある
   停滞「10年後の達成に向け」、「構成事業の状況」や「まちづくり指標」の進捗が遅れている

令和4年度からの
変更点

　まちづくり委員会などにおいて、市民参画の在り方を改めて見直そうとする機運が生じている。

６．施策を取り巻く環境

５．評価（令和4年度実績に対する)

評価基準 評価※ 評価理由

投入財源・成
果（「３．構成事
業の状況」「４．

まちづくり指
標」）に対する

評価

総合評価
（成果、投入財源
等を総合的に評
価）

維持

●現在、地域福祉、環境保全、防犯、学校運営など様々な行政分野において、個人、NPO、
大学、企業等との協働によって公共サービスが展開されている。
●助成金説明会に参加した団体同士で課題やネットワークづくりの情報交換を行った。
●まちづくり委員会にて、令和４年１２月に３年ぶりにまちづくりフォーラムを開催した。

７．施策を進める上での課題

①

施策を進める
上での課題

　地域課題を効率的かつ効果的に解決するため、多様な地域主体の協働を促進する必要がある。

課題に対する
令和6年度以

降の取組

　多様な主体の協働による、自立的・持続的な地域課題解決事業の実施経験を踏まえ様々な主体のマッチングやネット
ワークづくりを支援する取組を市民活動センター事業として実施する。

②

施策を進める
上での課題

　まちづくり基本条例が制定された当時に比べ、広聴活動や市民参画の状況が異なるため、まちづくり委員会の目的の1つ
である「市民からの提案を審議し、市長に提言する」という活動のあり方を検討していく必要がある。

課題に対する
令和6年度以

降の取組

　まちづくり委員会において、市民ワークショップの開催等を検討している。市民提案の審議をとおし、まちづくり・地域づくり
に関心を持つ市民の意見をどのように提言に結びつけるか委員会で検証していく。
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